
2006年度夏学期 教育臨床心理学（前田）試験問題 

１ 教科書、ノート、プリント、携帯電話、電子辞書等の持込みは一

切不可とする。 

２ 解答用紙が足りない場合は、手を挙げてもう１枚要求すること。 

３ 試験時間は 90分である。 

４ 解答する際は、どの問題の解答かわかるように、問題の番号を

明記すること。 

【１】心身症とはどのようなものか述べよ。 

【２】A さん、B さんという２人の人にエゴグラムを実施して、下のようなプロフィールを

得た。A さん、B さんはどのような性格であるといえるか説明せよ。 

(1)A さん                   (2)B さん 

         

【３】異性を好きになるプロセスでは、「自分の気持ちは自分がいちばんよくわかって

いる」という命題は正しくないこともある。つまり、「自分の気持ち」と呼ばれるものは自

分で意識されない、無自覚的な心理的メカニズムで決まることもあるということである。

このことについて次の(1)、(2)それぞれの観点から説明せよ。説明にあたっては、まず

架空の物語を作り、それを用いて解説を加えること。 (1)心理的リアクタンス理論 (2)

対人好悪における自尊心理論 



【４】ノビ夫、シズ子の夫婦はともに 28歳で結婚して３年目。生後７ヵ月の長女ドラ代と

の３人家族である。以下のノビ夫、シズ子の会話を読んであとの問題に答えよ（注；人

物名はすべて仮名である）。 

シズ子「今日、ドラちゃんを連れて買い物に行く途中、電車の中で出来杉さんの奥さんと

２年ぶりにばったりと会ってね。出来杉さんがドラちゃんを抱っこしたら、それまでご機嫌

だったドラちゃんが大声で泣きだしてね」 

ノビ夫「ふ～ん。それがどうかしたの」 

シズ子「出来杉さんに『ドラ代ちゃん、人見知りが激しいのね』とイヤミっぽく言われちゃ

った」 

ノビ夫「ふ～ん。いいじゃないか」 

シズ子「何がいいの？」 

ノビ夫「だって、学生時代に聴いた教育臨床心理学の話からすると、人見知りがあると

いうのはよいことで、人見知りがないのはむしろよくないことじゃないのかな」 

［問題］上の会話中の「人見知りがあるのはよいことで、人見知りがないのはよくない

こと」というのは正しいか、それとも正しくないか。また、どうしてそういえるのか。この

２点について論述せよ。 

【５】ヒステリーと摂食障害について、女性解放運動、男女平等社会と関連させて論述

せよ。 

 

 


